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れ
下
が
っ
て
い
る
。
赤
提
灯
は
国
旗
の
日
の
丸
と
マ
ッ
チ
す
る

か
に
見
え
た
。
こ
れ
ら
の
旗
の
多
く
は
棹
の
先
端
に
金
銀
メ
ッ

キ
の
小
球
を
つ
け
、
二
本
の
棹
の
交
叉
点
は
紫
の
紐
で
結
っ
て

あ
る
。
そ
の
他
は
門
や
家
の
両
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
竿
真
っ
直

ぐ
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
最
も
み
す
ぼ
ら
し
い
家
や
店
に
は
一

竿
の
旗
し
か
な
い
が
、
大
小
貧
富
を
問
わ
ず
、
城
門
か
ら
屑
屋

ま
で
い
ず
こ
も
国
旗
と
天
皇
の
花
、
菊
の
鉢
を
そ
な
え
て
い
た
。

兵
士
た
ち
は
祝
賀
の
新
帽
を
冠
る
が
、
硬
ば
っ
た
ボ
ー
ル
紙
、

赤
紙
、
金
メ
ッ
キ
製
の
恐
る
べ
き
代
物
│
│
本
物
の
帽
子
は
本

物
の
兵
士
用
で
、
そ
れ
ら
は
猿
か
玩
具
の
帽
子
に
見
え
た
。
小

柄
な
兵
士
数
人
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
。
一
列
に
腕
を
組
み
、

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
九
段
坂
を
降
り
る
兵
た
ち
は
お
か
し

な
眺
め
だ
っ
た
。
登
っ
て
来
る
士
官
に
軍
隊
式
敬
礼
を
す
る
た

め
、
立
ち
止
ま
っ
て
列
を
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
士

官
は
に
こ
り
と
も
し
な
い
。
兵
士
た
ち
は
泣
き
出
さ
ん
ば
か
り

だ
っ
た
。

中
通
で
持
参
し
た
サ
ン
プ
ル
に
マ
ッ
チ
す
る
も
の
は
入
手
で

き
な
か
っ
た
が
、
表
が
緑
地
に
金
の
モ
ン
（
紋
）、
裏
は
赤
錦

地
の
フ
ク
サ
（
袱
紗
）
を
ソ
フ
ァ
ー
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
用
に
買
っ

よ
う
だ
。
ア
ー
サ
ー
は
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
ひ
ど
く
歯
痛
が
す
る

由
。
一
同
長
居
し
な
か
っ
た
。

私
た
ち
の
部
屋
で
『
ト
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
を
読
ん
だ
。
こ

の
魅
力
的
な
書
は
終
り
に
近
づ
い
て
い
る
。
待
ち
き
れ
な
い
一

方
、
残
念
で
も
あ
る
。

一
一
月
三
日
（
水
）

テ
ン
シ　

サ
マ
（
天
子
様
）
の
誕
生
日
。
午
後
私
た
ち
は
街

の
様
子
を
見
に
出
か
け
る
予
定
。
彼
（
天
皇
）
の
祝
日
は
霞
ん

だ
富
士
が
微
笑
み
な
が
ら
下
界
を
見
下
ろ
す
上
天
気
。

午
前
中
故
郷
宛
手
紙
を
書
く
。
五
日
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
行

き
郵
船
が
出
る
。
わ
が
小
説
の
第
四
章
を
推
敲
中
の
ア
ー
ネ
ス

ト
は
、
火
事
の
場
面
に
か
な
り
興
奮
し
て
二
階
へ
駆
け
上
が
っ

て
来
た
。
彼
が
改
善
し
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
一
部
扇
情
的
両

面
的
誇
張
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昼
食
直
後
、
私
は
ソ
フ
ァ
ー
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
背
面
に
合
う

絹
を
探
し
に
ナ
カ
ド
ー
リ
（
中
通（
１
））
へ
出
か
け
た
。
街
路
に
は

日
本
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
商
店
や
市
場
の
一
部
を
飾
る
赤
提
灯

の
長
い
吊
綱
や
花
綱
が
向
か
い
側
に
架
け
渡
さ
れ
た
竿
か
ら
垂

に
専
念
、
ソ
フ
ァ
ー
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。

昼
食
直
後
ア
ン
と
私
は
嫌
々
な
が
ら
、
勧
め
ら
れ
た
表
敬
訪

問
を
数
件
済
ま
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
公
使
館
各
部
局
の
正
規
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
日
、
ま
ず
ヘ
ロ
ッ
ド
夫
人
の
所
へ
。
部
屋
は
満

員
で
、
小
柄
な
女
主
人
は
意
識
的
微
笑
と
無
意
識
の
渋
面
で
飛

び
回
っ
て
い
る
。
彼
女
の
太
っ
た
老
母
が
主
役
の
プ
リ
マ
・
ホ

ス
テ
ス
。
日
本
人
を
こ
き
お
ろ
す
マ
ク
ミ
ラ
ン
夫
人
に
会
う
。

早
々
に
退
出
。

次
に
バ
ッ
ク
夫
人
に
短
い
訪
問
、
大
佐
に
は
会
わ
ず
、
モ
ー

ス
夫
人
に
会
う
。
最
後
に
、
芝
公
園
の
方
向
の
ビ
ッ
カ
ー
ス
テ

ス
主
教
旧
居
に
住
む
ラ
イ
ス
大
佐
夫
妻
。
花
咲
く
茂
み
に
縁
取

ら
れ
た
広
い
四
角
い
芝
生
の
あ
る
快
適
な
住
ま
い
。
魅
力
的
な

人
た
ち
で
、
寸
時
も
私
た
ち
の
気
を
そ
ら
さ
な
い
。

着
替
え
て
室
内
を
あ
ち
こ
ち
整
え
、
ナ
ッ
プ
一
家
（
ア
ー
サ

ー
を
除
く
）
を
迎
え
る
の
に
ち
ょ
う
ど
間
に
合
う
よ
う
帰
宅
。

彼
ら
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
風
ト
ー
ス
ト
﹇
ビ
ー
ル
、
バ
タ
ー
、
香
辛

料
等
を
溶
か
し
混
ぜ
た
チ
ー
ズ
を
塗
っ
て
焼
き
色
を
つ
け
た
﹈
の
夕
食

に
招
い
た
の
だ
。
こ
の
他
チ
キ
ン
パ
イ
、
ホ
ワ
イ
ト
ポ
テ
ト
、

い
ん
げ
ん
豆
、
ミ
ン
ス
・
パ
イ
﹇
細
か
く
刻
ん
だ
干
し
葡
萄
等
と
果

皮
、
り
ん
ご
、
香
辛
料
、
砂
糖
等
を
混
ぜ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
や
ラ
ム
を
注
い

で
ね
か
せ
た
ミ
ン
ス
・
ミ
ー
ト
を
詰
め
た
﹈
を
用
意
、
皆
楽
し
ん
だ

六
十
八
、 

天
皇
誕
生
日
〜
岡
倉
の
出
奔
〜
『
ト
ム
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
読
了
〜
ミ
レ
ッ
ト
送
別

一
八
九
七
年
一
一
月
二
日
（
火
）

南
に
霊
峰
富
士
の
見
え
る
晴
天
。
文
学
的
作
業
を
避
け
家
事

第
十
七
回

　天
皇
誕
生
日・大
隈
庭
園
観
菊
会
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本フェノロサ学会前会長。編著に『フェノロサ夫人の日本日記』など。

（
１
）　

現
在
の
千
代
田
区
神
田
仲
町
一
〜
三
丁
目
に
か
け
て
町
の
中
程
に
東
西
に
延
び
る
中
通
が
あ
っ
た
。




